















○ 11/13・14 自動車シンポジウムのご案内 
○ 中国新疆自治区とカザフスタンとのコルガス・ルート国境貿易について 
  京都大学上海センターでは,11月 13日および 14日に下記の講演会と研究会を開催します。
御多忙の折りとは存じますが，御参加お願い申し上げます。なお,11 月 13 日の講演会終了
後には,上海センター協力会の懇親会を予定しております。 
11 月 13 日・14 日上海センター主催講演会・研究会 
中国の自動車産業―その過去・現在・将来を探る―のご案内 
講演会 
日  時●11 月 13 日(土)午後 2 時～6 時 
場  所●京都大学法経総合研究棟大会議室 
挨  拶●金田章裕  京都大学副学長･理事 
司  会●本山美彦  京都大学大学院経済学研究科教授 
講演１●丸川知雄  東京大学社会科学研究所助教授 
   中国式自動車製造法：日本との対比 
講演２●嶋原信治  元トヨタ自動車中国事務所首席総代表 
    トヨタ自動車の進出過程 
講演３●塩地  洋  京都大学大学院経済学研究科教授   
    中国における自動車流通 
    ●懇親会 
研究会 
日  時○11 月 14 日(日)午前 9 時 30 分～午後 5 時 
場  所○京都大学法経総合研究棟大会議室 
報 告１○高山勇一 現代文化研究所中国研究室室長 自動車産業政策 
報 告２○孫 飛舟 大阪商業大学総合経営学部助教授  
3S・4S 店と自動車交易市場について 
報 告３○山口安彦 元本田技研工業中国業務室主幹   
中国自動車企業の自主開発能力 
報 告４○大原盛樹 アジア経済研究所研究員 オートバイ産業の競争環境 





















 が、ともかく、この意味で検問所の通過時間 4 時間＋イリ⇔アルマトイ間の乗車時間 8
時間＝12 時間というコスト及び往復乗車料金 200 元をかけてどの程度もうかるかと聞くと
100 元の物を持って来て 120 元で売れる程度ということである。その量を推し測るのは大
変困難ですが、私の乗ったバスは乗客席の 2 倍程度の荷物のスペースはあって、1 人当たり
200～400kg だろうか。もちろん、この全てを「かつぐ」事はできないが、国境通過時には
何故か積載荷物の 1/2～1/3 程度しかおろす必要がなく、結局この程度を運んでいる。 
 他方、この取引量を金額でどう計算するかの問題について、次のような試算をしてみた。
すなわち、アルマトイでの宿泊代（コンテナのような所で泊っているらしい）や食事代を
含めてバス代金の倍は利益を上げるとすると、各人は 1 回の往復で 400 元÷0.2（おおよそ
の「利潤率」）＝2,000 元は物を運ばなければならない。1 台のバスに 25 人が乗っていたか
らバス 1 台で 5 万元。また、コルガス国境ではおよそ 1 時間に 4 台のバスが通過していた
から、通過可能時間を 10 時間と仮定すると、40 台×5 万元＝200 万元＝3000 万円/日の通
過量となる。したがって、概算では年間に 6 億元＝80 億円の取り引きが行われていること
になる（日曜日は通関業務なし）。これは「かつぎ屋」ルートの取り引きであるから、トラ
ックによるものは除く。なので、もしトラックのものが「かつぎ屋」のそれの 6 倍あると
すると（1 台当り 2 倍の積載量で台数が 3 倍）、42 億元＝560 億円の取り引きということと















達は中年の男性というより初老の男性、それに 20 前後の学生風の女性や 60 才位の女性も
居た。「かつぎ屋」の人々の姿を間近に見て、その生きるが為の精一杯さに心打たれた旅で
もあった。（2004．8．23）（大西広） 
 
